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ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と

相
互
連
携
の
覚
書
に
調
印

　

昨
年
、
境
港
市
と
韓
国
・
東
海

市
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
を
結
ぶ
定
期
貨
客
船
の
航
路
が

開
設
さ
れ
、
環
日
本
海
地
域
と
の

新
た
な
国
際
交
流
の
可
能
性
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
竹
内
市
長
を
団
長

と
す
る
、
経
済
界
や
市
議
会
な
ど

の
代
表
団
12
人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
は
札
幌
市

と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
位
置
し
、
人
口

は
約
60
万
人
。
金
角
湾
と
い
う
港

を
中
心
に
町
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
走
る
車
は
ほ
と
ん
ど
が
日

本
の
中
古
車
。
な
か
に
は
、
日
本

語
が
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
２
年
に
開
催
さ
れ

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
経
済
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
向
け
て
、
道
路
や

橋
の
整
備
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
内
の
中
心
部
に
は
、
鳥
取
県

と
ロ
シ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
「
鳥
取
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
23
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

市
・
プ
シ
ュ
カ
リ
ョ
フ
市
長
と
竹

内
市
長
は
、
友
好
交
流
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
。
両
市
の
経
済
、
観

光
、
教
育
、
文
化
、
そ
の
他
の
友

好
関
係
を
深
め
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
相
互
に
協
議
・
連
携
し
推

進
す
る
こ
と
が
、
両
市
間
で
合
意

さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

旅
行
社
を

訪
問
し
、

観
光
プ
ラ

ン
や
交
通

手
段
な
ど

　8
月
22
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）
ま
で
の
8
日
間
、竹
内
市
長
は
、ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
を
訪
問
し
、
経
済
や
観
光
に
関
す
る
交
流
の
推
進
を

図
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
国
・
延
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
環
日
本

海
拠
点
都
市
会
議
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　今
後
、
経
済
・
観
光
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
環
日
本
海
地
域

に
お
け
る
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
、
本
市
の
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
に
は
、
貿
易
や
旅
行
業
、

金
融
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
企
業

を
訪
問
し
、「
ら
っ
き
ょ
う
」「
鳥

取
カ
レ
ー
」
な
ど
の
商
品
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
中

国
で
は
、
日
本
製
品
は
人
気
が
高

い
と
の
こ
と
。
ど
の
程
度
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
は
、
今
後
の
交
流
の

推
進
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
ま
た
、
国

立
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
経
済
サ
ー
ビ

ス
大
学
で
、
鳥
取
市
の
観
光
お
よ

び
経
済
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市

内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
中
の

鳥
取
市
青
年
海
外
研
修
団
と
一
緒

に
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
を
披

露
し
、
本
市
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。

11
都
市
が
国
境
を
越
え
た

相
互
連
携
に
同
意

　

環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議
は
、

環
日
本
海
圏
域
の
都
市
代
表
が
一

堂
に
会
し
、
経
済
交
流
な
ど
圏
域

の
一
体
的
な
発
展
方
策
を
検
討
す

る
場
と
し
て
、
平
成
6
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
27
日
、
中
国
・
延
吉
市
で

開
催
さ
れ
た
第
16
回
会
議
で
は
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
か

ら
計
11
都
市
が
参
加
。
都
市
間
交

流
の
促
進
、
物
流
交
通
網
の
拡
大
、

多
国
間
観
光
の
開
発
に
向
け
協
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
市
か
ら
、
会
員
都
市
間
を

周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
を

提
案
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
こ

と
で
同
意
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
来
年
の
会
議
が
本
市
で
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深まる環日本海地域の連携

第 16 回環日本海拠点都市会議に参加した各都市の首長

問い合わせ先　市役所第二庁舎経済戦略課　  0857-20-3249

友好交流に関する覚書の締結

文化・経済・観光の交流、広がる可能性
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「自分らしい生活」をお手伝い

問い合わせ先　市役所本庁舎人権推進課 0857-20-3143

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
？

　

成
年
後
見
制
度
は
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
、
認
知
症
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

の
財
産
管
理
を
し
た
り
、
日
常
生

活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
支
援

す
る
な
ど
、
本
人
の
権
利
を
守
る

制
度
で
す
。
そ
の
役
割
を
担
う
人

を
後
見
人
（
成
年
後
見
人
な
ど
）

と
い
い
、
親
族
や
第
三
者
（
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
）
の
中
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
が

適
任
者
を
選
任
し
ま
す
。
民
法
改

正
に
よ
り
２
０
０
０
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
既
に
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

後
見
人
（
成
年
後
見
人
な

ど
）
の
役
割
は
？

　

後
見
人
に
は
「
代
理
権
」
と
「
同

意
権
・
取
消
権
」
が
与
え
ら
れ
、

本
人
に
代
わ
っ
て
法
律
行
為
を
決

定
し
た
り
、
行
っ
た
り
す
る
役
割

を
担
い
ま
す
。

　

法
律
行
為
と
い
う
と
難
し
そ
う

で
す
が
、
具
体
的
に
は
、
年
金
を

振
り
込
む
た
め
に
銀
行
に
口
座
を

開
い
た
り
、
買
物
を
し
た
り
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
を
結
ん

だ
り
、
費
用
の
支
払
い
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
行

為
が
法
律
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
認
知
症
の
人
が
悪
質

な
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
を
し
て
多
額

の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、

い
く
ら
本
人
が
契
約
し
た
と
し
て

も
、
取
消
権
に
よ
り
契
約
を
取
消

し
、
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
、
単
に
財
産
を
管

理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
の

希
望
と
利
益
を
具
体
的
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
」
の
重
要
性

　

今
や
、
ど
こ
の
地
域
で
も
核
家

族
化
が
進
み
、特
に
高
齢
者
の
「
一

人
暮
ら
し
」
や
「
夫
婦
の
み
」
の

世
帯
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
傍

に
後
見
人
が
い
る
と
安
心
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で

生
活
し
て
い
く
と
き
、
後
見
人
は

力
強
い
味
方
と
な
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
申
立
て

が
で
き
な
い
場
合
に
市
が
申
立
て

を
行
う
制
度
「
法
定
後
見
制
度
の

市
長
申
立
て
」
や
財
産
が
な
い
人

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
「
利
用
支

援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

加
齢
や
障
が
い
に
よ
っ
て
判
断

能
力
に
不
安
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域
の
中
で

安
心
し
て
生
活
を
し
て
い
く
た
め

に
、
成
年
後
見
制
度
は
、
今
後
、

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
…
」

人
が
生
き
て
い
く
上
で
一
番
大
切

な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
こ

の
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

～　成
せ い ね ん こ う け ん せ い ど

年後見制度って？　～

　だ
れ
も
が
、
安
心
し
て
生
活
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
高
齢
者
な
ど
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
契
約
ト
ラ
ブ

ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
い
て
も
「
一
人
暮
ら
し
の
70
歳
代
の
女
性

が
、
訪
問
販
売
業
者
に
床
下
の
湿
気
が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
で
数
十
万
円
の
改

修
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
、遠
方
に
い
る
親
族
か
ら
相
談
が
あ
る
な
ど
、様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
社
会
福
祉
士
の
徳
本
久
美
子
さ
ん
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
あ
と
な
あ
鳥

取
」）に
、そ
の
活
動
を
通
し
て「
成
年
後
見
制
度
」を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
とくもと

本久
く み こ

美子さん

■問い合わせ先
鳥取中央地域包括支援センター  0857-20-3455
鳥取湖山地域包括支援センター  0857-32-2727
鳥取南地域包括支援センター  0858-76-2351
鳥取西地域包括支援センター  0857-82-6571
市役所駅南庁舎生活福祉課  0857-20-3474
各総合支所市民福祉課    14 ページ

法定後見制度の市長申し立て
■対象　身寄りのない、または身寄りがいても音信不
通である、または、協力が得られないなどの重度の認
知症の人、知的障がい・精神障がいのある人
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